
(57)【要約】

【課題】　隔壁で区画された複数の部屋から一つのドレ

ン孔でオイルを排出でき、プラグ用ボルトで閉塞したド

レン孔のシール性を高め、製造も容易になるエンジンの

ドレン構造を提供する。

【解決手段】　エンジンのクランクケース底壁２Ａに、

クランクケース２内を区画する隔壁２７と、隔壁２７で

区画された各部屋２５，３０からオイルを排出するため

のドレン孔４０とを設け、ドレン孔４０を、隔壁２７の

厚さよりも大径にして、隔壁２７で区画された各部屋２

５，３０に跨るようにクランクケース底壁２Ａから隔壁

２７にかけて１つ形成し、ドレン孔４０を閉塞するプラ

グ用ボルト４３が螺合するボス部４１の雌ねじ４２をド

レン孔４０と同心上に配置した状態で、ボス部４１をク

ランクケース底壁２Ａから上方に間隔を隔てて隔壁２７

と一体的に形成する。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ ン ジ ン の ク ラ ン ク ケ ー ス 底 壁 に 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 を 区 画 す る 隔 壁 と 、 隔 壁 で 区 画 さ
れ た 各 部 屋 か ら オ イ ル を 排 出 す る た め の ド レ ン 孔 と を 設 け 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 に 雌 ね じ を
有 す る ボ ス 部 を 設 け 、 ド レ ン 孔 に プ ラ グ 用 ボ ル ト を 下 方 か ら 挿 入 し て ボ ス 部 の 雌 ね じ に 螺
合 す る こ と に よ り 、 ド レ ン 孔 を 閉 塞 す る よ う に し た エ ン ジ ン の ド レ ン 構 造 に お い て 、
　 ド レ ン 孔 が 、 隔 壁 の 厚 さ よ り も 大 径 で 、 隔 壁 で 区 画 さ れ た 各 部 屋 に 跨 る よ う に ク ラ ン ク
ケ ー ス 底 壁 か ら 隔 壁 に か け て １ つ 形 成 さ れ 、 ボ ス 部 が 、 雌 ね じ を ド レ ン 孔 と 同 心 上 に 配 置
し た 状 態 で 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 底 壁 か ら 上 方 に 間 隔 を 隔 て て 隔 壁 に 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る エ ン ジ ン の ド レ ン 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 隔 壁 に は 、 ド レ ン 孔 を 形 成 し た 部 分 に 、 プ ラ グ 用 ボ ル ト が 螺 合 す る 雌 ね じ が 形 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の エ ン ジ ン の ド レ ン 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ク ラ ン ク ケ ー ス 底 壁 か ら 間 隔 を 隔 て て 上 方 に 位 置 す る と と も に 、 隔 壁 を 介 し て ク ラ ン ク
ケ ー ス 底 壁 に 接 続 さ れ た ク ラ ン ク 室 底 壁 を 備 え 、 ク ラ ン ク 室 底 壁 に 、 ボ ス 部 が 下 方 突 出 状
に 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の エ ン ジ ン の ド レ ン 構 造
。
【 請 求 項 ４ 】
　 ボ ス 部 の 雌 ね じ が ク ラ ン ク 室 底 壁 を 貫 通 し て 形 成 さ れ 、 ク ラ ン ク 室 が 雌 ね じ 内 を 介 し て
ド レ ン 孔 に 連 通 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の エ ン ジ ン の ド レ ン 構 造 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ン ジ ン の ド レ ン 構 造 に 関 し 、 特 に 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 に 形 成 さ れ た 複 数 の
部 屋 か ら オ イ ル を 排 出 す る た め の エ ン ジ ン の ド レ ン 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 エ ン ジ ン に 関 す る 技 術 と し て 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 に ク ラ ン ク 室 と ミ ッ シ ョ ン 室 と を 設 け
、 ミ ッ シ ョ ン 室 の 下 部 を オ イ ル タ ン ク と し て 利 用 す る こ と に よ っ て 、 外 付 の オ イ ル タ ン ク
を 省 略 す る こ と が で き る ド ラ イ サ ン プ 式 の ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の エ ン ジ ン で は 、 ミ ッ シ ョ ン 室 内 に 貯 留 さ れ た オ イ ル を フ ィ ー ド ポ ン プ で 吸 い 上 げ て
エ ン ジ ン 内 の 各 機 関 に 送 給 し 、 潤 滑 後 の オ イ ル を 、 ク ラ ン ク ケ ー ス の 下 部 で ミ ッ シ ョ ン 室
と 隔 壁 に よ り 区 画 さ れ た 部 屋 （ 戻 り 油 室 ） に 流 下 さ せ 、 こ の 戻 り 油 室 か ら ス カ ベ ン ジ ン グ
ポ ン プ に よ り ミ ッ シ ョ ン 室 に 戻 す よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ の エ ン ジ ン は 、 オ イ ル 交 換 等 の た め に 内 部 の オ イ ル を 全 て 抜 き 取 る 場 合 、 ミ
ッ シ ョ ン 室 だ け で な く 戻 り 油 室 に 残 存 し て い る オ イ ル も 抜 き 取 ら な け れ ば な ら な い た め 、
図 ６ に 示 す よ う に 、 ク ラ ン ク ケ ー ス の 底 壁 １ ０ ０ に は 、 ミ ッ シ ョ ン 室 １ ０ １ 、 戻 り 油 室 １
０ ２ の そ れ ぞ れ に 対 応 し た ド レ ン 孔 １ ０ ３ を 形 成 し 、 そ れ ぞ れ を プ ラ グ 用 ボ ル ト １ ０ ４ で
閉 塞 し な け れ ば な ら な か っ た 。 こ の た め 、 オ イ ル 交 換 の 際 に は 、 全 て の プ ラ グ 用 ボ ル ト １
０ ４ の 着 脱 が 必 要 と な り 、 手 間 が か か っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 １ に は 、 ウ ェ ッ ト サ ン プ 式 の エ ン ジ ン 等 に 用 い ら れ る オ イ ル パ ン を 複 数
の 油 槽 に 区 画 し 、 各 油 槽 の オ イ ル を ひ と つ の ド レ ン ポ ー ト か ら 排 出 す る よ う に し た 技 術 が
開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 オ イ ル パ ン １ ０ ５ 内 を 複 数 の 油 槽 に 区 画 す る オ イ ル セ
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パ レ ー タ １ ０ ６ を 底 壁 １ ０ ７ 上 に 設 け 、 オ イ ル セ パ レ ー タ １ ０ ６ の 下 端 部 に 厚 肉 部 １ ０ ８
を 形 成 す る と と も に 、 そ の 内 部 に 底 壁 １ ０ ７ か ら ド レ ン ポ ー ト １ ０ ９ を 穿 設 し 、 厚 肉 部 １
０ ８ の 外 周 部 に 各 油 槽 か ら ド レ ン ポ ー ト １ ０ ９ に 通 ず る 排 油 通 路 １ １ ０ を 形 成 し た も の で
あ る 。 ま た 、 厚 肉 部 １ ０ ８ 内 の ド レ ン ポ ー ト １ ０ ９ に 雌 ね じ を 形 成 し 、 ド レ ン プ ラ グ １ １
１ を 下 方 か ら 螺 合 す る こ と に よ っ て ド レ ン ポ ー ト １ ０ ９ を 閉 塞 す る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ６ ２ － ３ ８ ４ ０ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ７ に 示 す 上 記 特 許 文 献 １ の 技 術 で は 、 オ イ ル パ ン １ ０ ５ を 複 数 の 油 槽 に 区 画 し て い る
に も 関 わ ら ず 、 １ つ の ド レ ン プ ラ グ １ １ １ を 着 脱 す る だ け で 、 オ イ ル 交 換 等 の 作 業 が 効 率
よ く 行 え る 点 で 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 ド レ ン プ ラ グ １ １ １ を 螺 合 す る た め の ボ ス 部 と し て 機 能 す る 厚 肉 部 １ ０
８ が 、 オ イ ル パ ン の 底 壁 １ ０ ７ と 密 着 し て い る た め に ド レ ン プ ラ グ １ １ １ の 締 め 付 け 代 が
な く 、 ド レ ン ポ ー ト １ ０ ９ の シ ー ル 性 を 高 め る こ と が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 厚 肉 部 １ ０ ８ に は 、 ド レ ン ポ ー ト １ ０ ９ だ け で は な く 、 各 油 槽 と ド レ ン ポ ー ト １
０ ９ と を 連 通 さ せ る 排 油 通 路 １ １ ０ が 必 要 で あ り 、 結 局 複 数 の 孔 を 形 成 し な け れ ば な ら な
い た め 、 製 造 時 間 や コ ス ト が 増 加 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 実 情 に 鑑 み た も の で あ り 、 隔 壁 で 区 画 さ れ た 複 数 の 部 屋 か ら 一 つ
の ド レ ン 孔 で オ イ ル を 排 出 す る こ と が で き 、 プ ラ グ 用 ボ ル ト で 閉 塞 し た ド レ ン 孔 の シ ー ル
性 を 高 め る と と も に 、 容 易 に 製 造 す る こ と が で き る エ ン ジ ン の ド レ ン 構 造 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 エ ン ジ ン の ク ラ ン ク ケ ー ス 底 壁 に 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 を 区 画 す
る 隔 壁 と 、 隔 壁 で 区 画 さ れ た 各 部 屋 か ら オ イ ル を 排 出 す る た め の ド レ ン 孔 と を 設 け 、 ク ラ
ン ク ケ ー ス 内 に 雌 ね じ を 有 す る ボ ス 部 を 設 け 、 ド レ ン 孔 に プ ラ グ 用 ボ ル ト を 下 方 か ら 挿 入
し て ボ ス 部 の 雌 ね じ に 螺 合 す る こ と に よ り 、 ド レ ン 孔 を 閉 塞 す る よ う に し た エ ン ジ ン の ド
レ ン 構 造 に お い て 、 ド レ ン 孔 が 、 隔 壁 の 厚 さ よ り も 大 径 で 、 隔 壁 で 区 画 さ れ た 各 部 屋 に 跨
る よ う に ク ラ ン ク ケ ー ス 底 壁 か ら 隔 壁 に か け て １ つ 形 成 さ れ 、 ボ ス 部 が 、 雌 ね じ を ド レ ン
孔 と 同 心 上 に 配 置 し た 状 態 で 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 底 壁 か ら 上 方 に 間 隔 を 隔 て て 隔 壁 に 一 体 的
に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 隔 壁 に は 、 ド レ ン 孔 を 形 成 し た
部 分 に 、 プ ラ グ 用 ボ ル ト が 螺 合 す る 雌 ね じ が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 発 明 に お い て 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 底 壁 か ら
間 隔 を 隔 て て 上 方 に 位 置 す る と と も に 、 隔 壁 を 介 し て ク ラ ン ク ケ ー ス 底 壁 に 接 続 さ れ た ク
ラ ン ク 室 底 壁 を 備 え 、 ク ラ ン ク 室 底 壁 に 、 ボ ス 部 が 下 方 突 出 状 に 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に お い て 、 ボ ス 部 の 雌 ね じ が ク ラ ン ク 室 底
壁 を 貫 通 し て 形 成 さ れ 、 ク ラ ン ク 室 が 雌 ね じ 内 を 介 し て ド レ ン 孔 に 連 通 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-291042 A 2005.10.20



　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ボ ス 部 が ク ラ ン ク ケ ー ス 底 壁 か ら 上 方 に 間 隔 を 隔 て て 形
成 さ れ て い る の で 、 ボ ス 部 と ク ラ ン ク ケ ー ス 底 壁 と の 間 隔 が プ ラ グ 用 ボ ル ト の 締 め 付 け 代
と し て 機 能 し 、 よ り 強 く プ ラ グ 用 ボ ル ト を ボ ス 部 に 締 結 す る こ と が で き 、 ド レ ン 孔 の シ ー
ル 性 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 ド レ ン 孔 を 隔 壁 の 厚 さ よ り も 大 径 に し て 、 隔 壁 で 区 画
さ れ た 各 部 屋 に 跨 る よ う に 底 壁 及 び 隔 壁 に 形 成 し て い る の で 、 １ つ の ド レ ン 孔 を 形 成 す る
だ け で 、 各 部 屋 を ド レ ン 孔 に 連 通 さ せ る こ と が で き 、 製 造 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 隔 壁 の ド レ ン 孔 形 成 部 分 に 形 成 し た 雌 ね じ に プ ラ グ 用 ボ
ル ト を 螺 合 す る こ と に よ り 、 隔 壁 と プ ラ グ 用 ボ ル ト と の 隙 間 か ら 各 部 屋 間 で オ イ ル が 漏 れ
る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ボ ス 部 が ク ラ ン ク 室 底 壁 か ら 下 方 突 出 状 に 一 体 的 に 形 成
さ れ て い る の で 、 ボ ス 部 の 強 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ク ラ ン ク 室 が 雌 ね じ 内 を 介 し て ド レ ン 孔 に 連 通 さ れ る の
で 、 隔 壁 に よ り 区 画 さ れ た 各 部 屋 だ け で な く 、 ク ラ ン ク 室 の オ イ ル も １ つ の ド レ ン 孔 か ら
排 出 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
［ エ ン ジ ン の 全 体 構 成 及 び 内 部 構 造 ］
　 図 １ は 本 発 明 を 適 用 し た ド ラ イ サ ン プ 式 の 単 気 筒 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン の 全 体 側 面 図 で あ
る 。 エ ン ジ ン １ は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ の 上 に 、 シ リ ン ダ ３ 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド ４ 及 び ヘ ッ ド
カ バ ー ５ を 順 次 締 結 し て な り 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ 内 に は 、 ク ラ ン ク 室 ６ （ 図 ３ ） 及 び ミ ッ
シ ョ ン 室 ７ が 形 成 さ れ て い る 。 図 １ 中 、 符 号 Ｏ １ は ク ラ ン ク 室 ６ に 配 設 さ れ た ク ラ ン ク 軸
芯 、 Ｏ ２ ,Ｏ ３ は そ れ ぞ れ ミ ッ シ ョ ン 室 ７ に 配 設 さ れ た 変 速 入 力 軸 芯 及 び 変 速 出 力 軸 芯 を
示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の II－ II断 面 図 で あ り 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ は 、 左 右 の ク ラ ン ク ケ ー ス 部 材
８ ， ９ に ２ 分 割 さ れ て お り 、 両 ク ラ ン ク ケ ー ス 部 材 ８ ， ９ は 、 シ リ ン ダ 中 心 線 Ｘ を 通 り ク
ラ ン ク 軸 心 Ｏ １ と 直 交 す る 面 を 合 わ せ 面 と し て 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 左 側 の ク ラ ン ク ケ ー ス 部 材 ８ の 端 壁 ８ Ａ に は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス カ バ ー １ ０ が 締 着 さ れ て
お り 、 こ の ク ラ ン ク ケ ー ス カ バ ー １ ０ で 覆 わ れ る 部 屋 １ ２ に は 、 ジ ェ ネ レ ー タ １ ３ が 収 納
さ れ て い る 。 以 下 、 こ の 部 屋 １ ２ を ジ ェ ネ レ ー タ 室 と 称 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 左 右 ク ラ ン ク ケ ー ス 部 材 ８ ， ９ の 端 壁 ８ Ａ ， ９ Ａ に は 、 軸 受 １ ４ を 介 し て ク ラ ン ク 軸 １
５ が 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 ク ラ ン ク 軸 １ ５ は 、 左 右 ２ 分 割 構 造 と な っ て お り 、 ク ラ
ン ク ピ ン １ ６ に よ り 左 右 の ク ラ ン ク 軸 部 分 が 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ク ラ ン ク 軸 １ ５ の 左 端 部 分 は 、 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ２ 内 に 突 出 し 、 カ ム チ ェ ー ン 用 ス プ ロ
ケ ッ ト １ ７ が 形 成 さ れ る と と も に 、 ジ ェ ネ レ ー タ １ ３ の ロ ー タ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ク ラ ン ク 軸 １ ５ に 形 成 し た カ ム チ ェ ー ン 用 ス プ ロ ケ ッ ト １ ７ に は 、 カ ム チ ェ ー ン １ ８ が
巻 き 掛 け ら れ 、 カ ム チ ェ ー ン １ ８ は 、 シ リ ン ダ ３ 及 び 図 １ に 示 し た シ リ ン ダ ヘ ッ ド ４ 内 を
通 っ て ヘ ッ ド カ バ ー ５ 内 に 至 り 、 カ ム 軸 ２ ０ の ス プ ロ ケ ッ ト ２ ０ Ａ に 巻 き 掛 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ を 示 す 図 ２ の III－ III断 面 図 で あ り 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ の 前
部 に ク ラ ン ク 室 ６ が 設 け ら れ 、 後 部 に は ミ ッ シ ョ ン 室 ７ が 設 け ら れ 、 ク ラ ン ク 室 ６ と ミ ッ
シ ョ ン 室 ７ の 間 に は 一 定 高 さ の 仕 切 り 壁 ２ ３ が ク ラ ン ク ケ ー ス ２ と 一 体 に 形 成 さ れ て い る
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。 こ の 仕 切 り 壁 ２ ３ に よ り 、 ミ ッ シ ョ ン 室 ７ の 下 部 に 、 ク ラ ン ク 室 ６ か ら 隔 離 さ れ た オ イ
ル タ ン ク 室 ２ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 ３ に は 、 オ イ ル タ ン ク 室 ２ ５ に 貯 留 さ れ た オ
イ ル の 上 面 Ｌ １ を ２ 点 差 線 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 仕 切 り 壁 ２ ３ は 、 上 端 が ク ラ ン ク 軸 芯 Ｏ 1と 略 同 じ か や や 高 い 位 置 に あ り 、 こ の 上 端 位
置 か ら ク ラ ン ク 軸 心 Ｏ １ を 中 心 と し て 前 下 方 に 円 弧 状 に 延 び て い る 。 仕 切 り 壁 ２ ３ の 前 半
部 は 、 ク ラ ン ク 室 ６ の 底 壁 ６ Ａ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ の 底 壁 ２ Ａ に は 、 上 方 に 突 出 す る 隔 壁 ２ ７ が 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る
。 隔 壁 ２ ７ は 、 ク ラ ン ク 軸 心 Ｏ １ の 略 直 下 に 位 置 し 、 隔 壁 ２ ７ の 上 端 は ク ラ ン ク 室 ６ の 底
壁 ６ Ａ に 一 体 的 に 繋 が り 、 左 右 両 端 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ の 左 右 端 壁
８ Ａ ， ９ Ａ に 一 体 的 に 繋 が っ て い る 。 隔 壁 ２ ７ は 、 仕 切 り 壁 ２ ３ と と も に ミ ッ シ ョ ン 室 ７
の オ イ ル タ ン ク 室 ２ ５ を 区 画 す る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ク ラ ン ク 室 ６ の 底 壁 ６ Ａ の 下 方 で 隔 壁 ２ ７ の 前 側 に 形 成 さ れ
た 部 屋 は 、 エ ン ジ ン １ 内 の 各 機 関 を 潤 滑 し た 後 の オ イ ル が 戻 さ れ る 戻 り 油 室 ３ ０ と さ れ て
い る 。 こ の 戻 り 油 室 ３ ０ の 詳 細 は 次 に 述 べ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
〔 エ ン ジ ン 内 の 潤 滑 作 用 〕
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ の 左 右 一 端 （ 左 端 ） に は ス カ ベ ン ジ ン グ ポ ン プ ３
２ が 、 左 右 他 端 （ 右 端 ） に は フ ィ ー ド ポ ン プ ３ ３ が 、 そ れ ぞ れ 同 軸 上 に 配 置 さ れ て お り 、
フ ィ ー ド ポ ン プ ３ ３ に よ っ て エ ン ジ ン １ 内 の 各 機 関 に オ イ ル を 送 給 し 、 ス カ ベ ン ジ ン グ ポ
ン プ ３ ２ に よ っ て 潤 滑 後 の オ イ ル を オ イ ル タ ン ク 室 ２ ５ に 戻 す よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 エ ン ジ ン 運 転 中 、 オ イ ル タ ン ク 室 ２ ５ 内 の オ イ ル は 、 フ ィ ー ド ポ ン プ ３ ３ に よ っ て 吸 い
上 げ ら れ て ク ラ ン ク 室 ６ 内 に 送 ら れ 、 ク ラ ン ク 軸 １ ５ 等 を 潤 滑 す る 。 ま た 、 オ イ ル は 、 ミ
ッ シ ョ ン 室 ７ や ヘ ッ ド カ バ ー ５ 周 り に も パ イ プ ３ ４ 等 を 介 し て 送 ら れ 、 ミ ッ シ ョ ン 室 ７ 内
の 変 速 軸 や ギ ヤ 、 ヘ ッ ド カ バ ー ５ 周 り の カ ム 軸 ２ ０ 等 を 潤 滑 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 カ ム 軸 ２ ０ の 潤 滑 に 利 用 さ れ た オ イ ル は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 シ リ ン ダ ３ や ク ラ ン ク ケ
ー ス ２ に 設 け ら れ た カ ム チ ェ ー ン １ ８ の 挿 通 路 ３ ５ を 通 っ て ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ２ に 流 下 す
る 。 ク ラ ン ク 室 ６ の ク ラ ン ク 軸 １ ５ 等 を 潤 滑 し た オ イ ル は ク ラ ン ク 室 ６ の 底 壁 ６ Ａ 上 に 流
下 す る 。 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ミ ッ シ ョ ン 室 ７ の 変 速 軸 等 を 潤 滑 し た オ イ ル は そ の ま
ま オ イ ル タ ン ク 室 ２ ５ に 流 下 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ク ラ ン ク 室 ６ の 底 壁 ６ Ａ 前 端 と ク ラ ン ク ケ ー ス ２ の 前 壁 と は 、 間 隔 Ｔ が あ け ら れ て お り
、 ク ラ ン ク 室 ６ の 底 壁 ６ Ａ 上 に 流 下 し た オ イ ル は 、 こ の 間 隔 Ｔ か ら 戻 り 油 室 ３ ０ に 戻 さ れ
る 。 ま た 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ２ と 戻 り 油 室 ３ ０ と は 、 戻 り 流 路 ３ ６ に
よ っ て 連 通 さ れ て お り 、 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ２ に 流 下 し た オ イ ル は 戻 り 流 路 ３ ６ を 介 し て 戻
り 油 室 ３ ０ に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 戻 り 油 室 ３ ０ に は 、 第 １ の 吸 上 げ 流 路 ３ ７ が 開 口 し 、 該 第 １ の 吸 上 げ 流 路 ３ ７ は 、 ス カ
ベ ン ジ ン グ ポ ン プ ３ ２ の 吸 引 側 の 第 ２ の 吸 上 げ 流 路 ３ ８ に 連 通 し て い る 。 そ し て 、 戻 り 油
室 ３ ０ 内 の オ イ ル は 、 ス カ ベ ン ジ ン グ ポ ン プ ３ ２ に よ り 、 第 １ 、 第 ２ の 吸 上 げ 流 路 ３ ７ ，
３ ８ を 介 し て 吸 い 上 げ ら れ 、 ミ ッ シ ョ ン 室 ６ 内 の オ イ ル タ ン ク 室 ２ ３ に 戻 さ れ る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
〔 エ ン ジ ン の ド レ ン 構 造 〕
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ の 底 壁 ２ Ａ に は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ 内 の オ イ ル を
排 出 す る た め の ド レ ン 孔 ４ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ は 、 ド レ ン 孔 ４ ０ を 形 成 し た 部 位 を 拡 大 し て 示 す 側 面 断 面 図 で あ り 、 図 ５ は 、 図 ４
の Ｖ － Ｖ 矢 視 図 で あ る 。 ド レ ン 孔 ４ ０ は 、 そ の 直 径 Ｄ が 隔 壁 ２ ７ の 厚 さ ｔ よ り も 大 径 と さ
れ 、 隔 壁 ２ ７ が 形 成 さ れ て い る 部 分 に 重 な る よ う に ク ラ ン ク ケ ー ス ２ の 底 壁 ２ Ａ か ら 隔 壁
２ ７ か け て 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ド レ ン 孔 ４ ０ は 、 隔 壁 ２ ７ に よ っ て 区 画 さ れ た
オ イ ル タ ン ク 室 ２ ５ と 戻 り 油 室 ３ ０ に 跨 っ て 形 成 さ れ 、 両 室 ２ ５ ， ３ ０ を 相 互 に 連 通 す る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ド レ ン 孔 ４ ０ の 上 方 に は ボ ス 部 ４ １ が 設 け ら れ て い る 。 ボ ス 部 ４ １ の 内 部 に は 雌 ね じ （
雌 ね じ 孔 ） ４ ２ が 形 成 さ れ 、 こ の 雌 ね じ ４ ２ は ド レ ン 孔 ４ ０ と 同 心 上 に 配 置 さ れ て い る 。
ボ ス 部 ４ １ は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ の 底 壁 ２ Ａ と 間 隔 ａ を 隔 て て 隔 壁 ２ ７ と 一 体 的 に 形 成 さ
れ て い る 。 ま た 、 ボ ス 部 ４ １ の 上 端 部 は 、 ク ラ ン ク 室 ６ の 底 壁 ６ Ａ に 一 体 的 に 繋 が っ て お
り 、 よ っ て 、 ク ラ ン ク 室 ６ の 底 壁 ６ Ａ か ら 下 方 に 突 出 し た 形 態 と な っ て い る 。 こ れ に よ り
、 ボ ス 部 ４ １ の 強 度 が 高 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ボ ス 部 ４ １ の 雌 ね じ ４ ２ に は 、 ド レ ン 孔 ４ ０ を 閉 塞 す る プ ラ グ 用 ボ ル ト ４ ３ が 螺 合 さ れ
て い る 。 こ の プ ラ グ 用 ボ ル ト ４ ３ は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ の 底 壁 ２ Ａ の 下 方 か ら ド レ ン 孔 ４
０ に 挿 入 さ れ 、 当 該 底 壁 ２ Ａ の 下 面 と の 間 に 環 状 の シ ー ル ５ ０ を 挟 持 す る こ と に よ り 、 オ
イ ル 漏 れ が 生 じ な い よ う に シ ー ル す る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 ド レ ン 孔 ４ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ の 左 右 一 端 、 具 体 的 に は
右 端 に 形 成 さ れ て お り 、 ボ ス 部 ４ １ は 、 ク ラ ン ク 室 ６ の 底 壁 ６ Ａ だ け で な く ク ラ ン ク ケ ー
ス ２ の 端 壁 ９ Ａ に も 一 体 的 に 繋 が っ て い る 。 隔 壁 ２ ７ 、 ド レ ン 孔 ４ ０ 、 及 び ボ ス 部 ４ １ は
、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ク ラ ン ク 室 ６ の 底 壁 ６ Ａ の 一 番 低 い 位 置 に 対 応 し て 形 成 さ れ て い る
。
　 ま た 、 図 ２ 及 び 図 ３ で は 、 ボ ス 部 ４ １ に 締 結 し た プ ラ グ 用 ボ ル ト ４ ３ の 頭 部 が ク ラ ン ク
ケ ー ス 底 壁 ２ Ａ か ら 突 出 す る の を 防 止 す る た め 、 当 該 底 壁 ２ Ａ の ド レ ン 孔 ４ ０ 形 成 部 分 を
少 し 底 上 げ し た 形 態 で 示 し 、 図 ４ で は 、 当 該 底 壁 ２ Ａ を 底 上 げ し て い な い 形 態 で 示 し て い
る が 、 い ず れ の 形 態 を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ５ は 、 図 ４ の Ｖ － Ｖ 矢 視 図 で あ り 、 隔 壁 ２ ７ の ド レ ン 孔 ４ ０ を 形 成 し て い る 部 分 に は
、 プ ラ グ 用 ボ ル ト ４ ３ が 螺 合 す る 雌 ね じ ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 隔 壁 ２ ７ と
プ ラ グ 用 ボ ル ト ４ ３ と は ね じ 結 合 さ れ 、 両 者 の 隙 間 を 介 し て オ イ ル タ ン ク 室 ２ ５ と 戻 り 油
室 ３ ０ と の 間 で オ イ ル の 漏 れ が 生 じ な い よ う に シ ー ル 性 を 高 め て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ク ラ ン ク ケ ー ス 底 壁 ２ Ａ の ド レ ン 孔 ４ ０ を 形 成 し て い る 部 分 に は 、 プ ラ グ 用 ボ ル ト ４ ３
が 螺 合 す る 雌 ね じ は 形 成 さ れ て お ら ず 、 プ ラ グ 用 ボ ル ト ４ ３ を 挿 入 可 能 な 孔 と し て 構 成 さ
れ て い る 。 た だ し 、 こ の 部 分 に も 雌 ね じ を 形 成 し 、 プ ラ グ 用 ボ ル ト ４ ３ を 螺 合 す る よ う に
し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 エ ン ジ ン １ の オ イ ル 交 換 等 を 行 う 場 合 、 プ ラ グ 用 ボ ル ト ４ ３ を ド レ
ン 孔 ４ ０ か ら 取 り 外 し て ク ラ ン ク ケ ー ス ２ 内 の オ イ ル を 抜 き 取 る が 、 こ の 際 、 一 つ の プ ラ
グ 用 ボ ル ト ４ ３ を 取 り 外 す だ け で 、 オ イ ル タ ン ク 室 ２ ５ 内 の オ イ ル だ け で な く 戻 り 油 室 ３
０ に 残 っ た オ イ ル も 同 時 に ド レ ン 孔 ４ ０ か ら 排 出 （ 矢 印 で 示 す ） す る こ と が で き る 。 ま た
、 オ イ ル を 抜 き 取 っ た 後 、 ド レ ン 孔 ４ ０ を 再 度 閉 塞 す る 際 に も 、 １ つ の プ ラ グ 用 ボ ル ト ４
３ を ド レ ン 孔 ４ ０ に 挿 入 し 、 ボ ス 部 ４ １ に 締 結 す る だ け で よ い た め 、 オ イ ル 交 換 作 業 を 簡
単 且 つ 迅 速 に 行 う こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ボ ス 部 ４ １ は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ の 底 壁 ２ Ａ か ら 上 方 に 間 隔 ａ を 隔 て て 形 成 さ れ て い る
た め 、 こ の 間 隔 ａ が プ ラ グ 用 ボ ル ト ４ ３ の 締 め 付 け 代 と し て 機 能 し 、 プ ラ グ 用 ボ ル ト ４ ３
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を ボ ス 部 ４ １ に 強 く 締 結 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 こ の た め 、 ド レ ン 孔 ４ ０ の
シ ー ル 性 を 高 め る こ と が で き 、 振 動 等 に 起 因 し て ド レ ン 孔 ４ ０ か ら オ イ ル が 漏 れ る よ う な
こ と を 防 止 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 ド レ ン 孔 ４ ０ を 、 隔 壁 ２ ７ の 厚 さ ｔ よ り も 大 径 に し て 、 オ イ ル タ ン ク 室 ２ ５ と 戻
り 油 室 ３ ０ と に 跨 る よ う に 形 成 し て い る の で 、 １ つ の ド レ ン 孔 ４ ０ を 形 成 す る だ け で 、 各
室 ２ ５ ， ３ ０ を ド レ ン 孔 ４ ０ に 連 通 さ せ る こ と が で き 、 よ っ て 、 ド レ ン 孔 ４ ０ を 形 成 す る
た め の 加 工 が 容 易 と な り 、 製 造 時 間 及 び コ ス ト の 低 減 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ボ ス 部 ４ １ に 形 成 さ れ た 雌 ね じ ４ ２ は 、 ボ ス 部 ４ １ を 越 え て 更 に 上 方 へ 延 び 、 ク ラ ン ク
室 ６ の 底 壁 ６ Ａ を 貫 通 す る に い た っ て い る 。 し た が っ て 、 こ の 雌 ね じ ４ ２ 内 を 介 し て ク ラ
ン ク 室 ６ が ド レ ン 孔 ４ ０ に 連 通 さ れ 、 プ ラ グ 用 ボ ル ト ４ ３ を 取 り 外 す こ と に よ り 、 ク ラ ン
ク 室 ６ の 底 壁 ６ Ａ 上 に 残 っ た オ イ ル も ド レ ン 孔 ４ ０ か ら 排 出 で き る よ う に な っ て い る 。 な
お 、 雌 ね じ ４ ２ に よ り 底 壁 ６ Ａ を 貫 通 す る 加 工 は 、 ド レ ン 孔 ４ ０ の 下 孔 加 工 と 同 時 に す る
こ と が で き る 。 し た が っ て 、 製 造 工 数 を 増 加 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
〔 他 の 実 施 形 態 〕
　 （ １ ） ボ ス 部 ４ １ の 雌 ね じ ４ ２ は 、 ク ラ ン ク 室 ６ の 底 壁 ６ Ａ を 貫 通 せ ず に 、 ボ ス 部 ４ １
内 で 止 ま っ た 形 態 と す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 ク ラ ン ク 室 ６ の 底 壁 ６ Ａ 上 に 残 っ た オ イ
ル が 直 接 ド レ ン 孔 ４ ０ か ら 排 出 さ れ な い よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 場 合 に
は 、 隔 壁 ２ ７ 、 ド レ ン 孔 ４ ０ 、 ボ ス 部 ４ １ は 、 ク ラ ン ク 室 ６ の 底 壁 ６ Ａ の 一 番 低 い 位 置 か
ら 前 ま た は 後 に ず れ た 位 置 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 （ ２ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ 内 を 区 画 す る 隔 壁 ２ ７ が 左 右 方 向 に 延 伸 し
た も の と な っ て い る が 、 十 字 状 、 Ｔ 字 状 等 に 前 後 左 右 方 向 に 延 伸 し 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ 内
を ３ 以 上 の 部 屋 に 区 画 す る 構 成 と す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 隔 壁 ２ ７ の 交 差 部 分 に ド
レ ン 孔 ４ ０ を 形 成 す る こ と に よ り 、 １ つ の ド レ ン 孔 ４ ０ か ら ３ 以 上 の 部 屋 の オ イ ル を 同 時
に 排 出 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 自 動 二 輪 車 等 の 車 両 に 用 い ら れ る エ ン ジ ン の ド レ ン 構 造 と し て 有 用
に 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る エ ン ジ ン の 全 体 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の II－ II断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ク ラ ン ク ケ ー ス を 示 す 図 ２ の III－ III断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ド レ ン 孔 の 形 成 部 位 を 拡 大 し て 示 す 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｖ － Ｖ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 例 に 係 る エ ン ジ ン の ド レ ン 構 造 を 示 す 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 例 （ 特 許 文 献 １ ） に 係 る エ ン ジ ン の ド レ ン 構 造 を 示 す 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １ 　 エ ン ジ ン
　 ２ 　 ク ラ ン ク ケ ー ス
　 ２ ５ 　 オ イ ル タ ン ク 室
　 ３ ０ 　 戻 り 油 室
　 ４ ０ 　 ド レ ン 孔
　 ４ １ 　 ボ ス 部
　 ４ ２ 　 雌 ね じ
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　 ４ ３ 　 プ ラ グ 用 ボ ル ト

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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